
瀬戸内町請島方言の動詞活用資料 

白田理人（志學館大学）・重野裕美（広島経済大学）

１ はじめに

本稿は、奄美大島の南の島嶼部に位置する請島（図 1 参照）の池地集落（鹿児島県大島

郡瀬戸内町）で話される方言（以降池地方言と呼ぶ）を対象とし、動詞活用の資料を提示

する。本稿で使用するデータは、池地集落出身の福原哲二氏iへの執筆者による面接調査に

基づいているii。 

図 1 請島の位置iii 

２ 鹿児島県大島郡瀬戸内町請島の概要

瀬戸内町（図 2 参照）は、鹿児島市の南方約 420km の洋上に浮かぶ奄美大島の最南端に

位置し、大島海峡をはさんで加計呂麻島、請島、与路島を含む、総面積 239.65 平方キロメ

ートルに及ぶ行政区域を有している。請島の総面積は 13.34 キロ平方メートルで、請阿室

と池地の 2 つの集落がある。請島へは、奄美大島の古仁屋港から、請島請阿室港・池地港

を経由して与路島与路港に至る町営定期船「せとなみ」が一日一往復しているほか、海上

タクシーも利用可能である。請島は奄美大島と同じく、ハブや天然記念物のルリカケスが

生息している。また、奄美大島から徳之島にかけて分布している希少なウケユリ、固有亜

種であるウケジママルバネクワガタも生息しており、保護活動もなされている。

令和元（2019）年 8 月時点での請島の池地集落の人口（世帯数）は 52 人（35 世帯）、請

阿室集落は 40 人（29 世帯）である（瀬戸内町 2019 参照）。 
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図 2 瀬戸内町・請島周辺図iv 

 
 
３ 請島の方言の概要 
 

瀬戸内町請島方言とは、ここでは、鹿児島県の奄美群島に属する請島で話されている地

域言語のことをさす。請阿室方言は、UNESCO の Atlas of the World’s language in Danger に
あげられた奄美語のなかの一つの下位方言である。奄美語は、UNESCO のリストによると、

「危険」と判定されている。請島には方言母語話者は存在するが、人の流出が激しく、高

齢化の進んだ限界集落となっている。 
小中学校や簡易郵便局などは池地集落にある。池地小学校は併設されている中学校と合

わせも 2004 年からは児童・生徒数も一桁台となり、休校となっていた。しかしながら、

2017 年 4 月から地元出身の 2 家族が帰郷したことをきっかけに 3 年ぶりに再開している

（「西日本新聞」2017 年 1 月 3 日掲載）。行事においても言語においても継承する若い人が

いない状況である。 
請島方言に関する先行研究として、池地集落出身の方言研究者である春日正三氏による

音声・音韻・文法面にわたる一連の研究（春日 1961, 1962, 1974）の他、中舌母音に関する

大野（2014a, b）、形態音韻論的交替に関する白田・重野（2017）がある。 
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池地方言も含め、瀬戸内町の諸方言の特徴として、音節末子音が後続子音と同器官的

(homorganic)ないわゆる促音・撥音に限られず、調音点・調音方法の異なる様々な子音の連

続が観察される。本報告が主眼とする動詞の活用形の中では、子音語幹動詞に禁止接辞／

条件接辞／目的接辞が後接する場合に子音連続が生じる（表１四角内参照）。なお、語幹末

が重子音もしくは子音連続の場合は、形態素境界に母音が現れる（表１二重四角内参照）。 
 

表 1 子音語幹動詞非過去形／禁止形／条件形／目的形語例 

語幹末 意味 非過去形 
「〜する」 

禁止形 
「〜するな」 

条件形 
「〜すれば」 

目的形 
「〜しに」 

単子音 

b 飛ぶ tubjum tubnɑ tubbɑ ― 

m 飲む numjum numnɑ numbɑ numɡɑ 

t 打つ uʧum utnɑ utbɑ utɡɑ 

s 干す ɸuʃum ɸusnɑ ɸusbɑ ɸusɡɑ 

k 焼く jɑkjum jɑknɑ jɑkbɑ jɑɡɡɑ 

ɡ 漕ぐ kuɡjum kuɡnɑ kuɡbɑ kuɡɡɑ 

重子音／ 
子音連続 

mm 頼む tɑmmjum tɑmm ï nɑ tɑmm ï bɑ tɑmm ïɡɑ 

ŋɡ 握る miŋɡjum miŋɡ i nɑ miŋɡ i bɑ ― 

 
 池地方言の特徴として、形態素境界において母音の高さが交替する現象が見られる。ま

ず、r 語幹動詞及び母音語幹動詞のうち前舌母音／中舌母音を語幹末に持つ動詞では、語幹

末母音の高さによって非過去接辞／意志勧誘接辞／命令接辞の母音の高さが交替する（表

2 参照、四角内は語幹末母音、二重四角内は交替する母音）。 
 

表 2  r／前舌母音／中舌母音語幹動詞非過去形／意志勧誘形／命令形語例 

語幹末 意味 非過去形 
「〜する」 

意志勧誘形 
「〜しよう」 

命令形 
「〜しろ」 

狭⺟⾳+r 

ir ⾒る mirj u m mirj u  mir i  

ïr 蹴る kïrj u m kïr u  kïr ï  

ur 売る urj u m ur u  ur ï  

半狭⺟⾳+r 
er もらう jerj o m jer o  jer ë  

or 乗る norj o m nor o  nor ë  

広⺟⾳+r ɑr 割る wɑrj o m wɑr o  wɑr ë  

前⾆／中⾆ 

狭⺟⾳ 

i 出る idʒij u m idʒir u  idʒir ï  

ï 降りる urïj u m urïr u  urïr ï  

前⾆／中⾆ 

半狭⺟⾳ 

eː 痩せる jeːj o m jeːr o  jeːr ë  

ëː 開ける ëːj o m ëːr o  ëːr ë  
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 次に、後舌母音(u/o/ɑ)を語幹末に持つ動詞では、非過去接辞の母音が語幹末母音によっ

て交替を示すのに加え、意志勧誘形／命令形では語幹末母音と接辞の母音が融合し、生じ

た母音に応じて先行する母音の高さが交替する（表 3 参照、四角内は語幹末母音またはこ

れに接辞が融合したもの、二重四角内は交替を示す母音）。 
 

表 3  後舌母音語幹動詞非過去形／意志勧誘形／命令形語例 

語幹末 意味 非過去形 
「〜する」 

意志勧誘形 
「〜しよう」 

命令形 
「〜しろ」 

後⾆狭⺟⾳ uː 閉める kˀuːj u m kˀuː kˀwïː 

後⾆半狭⺟⾳ oː 買う koːj o m koː kwëː 

後⾆広⺟⾳ 

ɑ+⼦⾳+ɑ 洗う ɑrɑj u m ɑro ɑrë 

i+⼦⾳+ɑ 拾う ç i rjɑj u m ç i rjo h e rje 

ï+⼦⾳+ɑ 使う t ï kɑj u m t ï ko t ë kë 

u+⼦⾳+ɑ 
歌う u tɑj u m o to o të 

寄り合う j u rjɑj u m j o rjo j o rje 

i ⼤正 12（1923）年⽣まれ、20 代半ばまで池地在住、現在古仁屋（奄美⼤島）在住。 
ii JSPS 科研費 JP15K16754「与路島・請島を中⼼とした奄美⼤島⽅⾔の記述的研究」の

助成を受けている。 
iii 国⼟地理院発⾏の地図データをもとに Thomas Pellard ⽒（フランス国⽴科学研究所）

が作成した地図を⽤いている。 
iv 地図作成ソフト⽩地図 KenMap で作成した地図を⽤いている。 
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1-1 ※どこでも男が舟を漕ぐ。 dɑːnɑntïm jiŋɡɑdu ɸunïjɑ kuɡjuɴ

2 若いときはみんなで舟を漕いだ。 wɑːsɑriɲɲɑ ɡottoʃi ɸunï kuɡjutɑdoː

2-1 ※私は昨日船を漕いだ wɑnnɑ kˀiɲu ɸunï kuʤɑdoː

3 今でも女は舟を漕がない。 nɑmɑdïm unɑkkɑ ɸunï kuɡɑndïjɑː

4-1 ※今日は手が痛いので、舟は漕げない。 kjuːjɑ tïɴ jɑdï ɸunïjɑ kuɡikˀirjɑndoː

5-1 ※病気が治ったから、舟を漕げる。 bjoknu noːtɑŋkɑrɑɴ ɸunï kuɡɑrïddoː

6 明日も海へ行く。 ɑʧɑm umiʧ ikjuddoː

7 父は天気が悪いときは海へは行かない。 ʧˀɑnnɑ tëŋkˀiɴ wɑssɑrbɑ umitʧɑ ikjɑndoː

8-1 ※昼は仕事をして、夜は遊びに行った。 hïrrjɑ ʃikˀuʃʃi jurujɑ ɑsubɡɑ iʤi

9-1 ※今日はいとこが家に来る。 kjuːjɑ itokoɡɑ jɑʧ kjoddoː

10-1 ※いとこはここには来ないよ。 itokojɑ kɑɲɲɑ kondoː

11 祖父は叔父に電話をして
いとこを来させた。

uʃʃuɡɑ uʤiɲi deɴwɑ ʃi itoko koːʧɑdoː

12 孫も来たがっていたので来させた。 mɑɡɑm kˀiːbuʃɑ ʃɑttu koːʧɑdoː

13 叔父もいとこもバスから来た。 uʤim itokom bɑʃʃi ʧˀɑːdoː

14 崖の側は危ないから、
子どもは来るな。

tëɴ buʧijɑ ɑbnësɑŋkɑrɑm
wɑrɑbïŋkjɑ kunnɑjoː

15-1 ※梅雨時期だからよく雨が降るねえ。 ɑmɑduk nɑtï jiː ɑmïɴ ɸurjur.jɑː

16-1 ※12月は雨降らないよ。 ʃiwɑssɑ ɑmmɑr ɑmïjɑ ɸurɑndïjɑː

17-1 ※昨日も大雨だった。 kˀiɲum uː.ɑmï ɑtɑdïjɑː

17-2 ※昨日も雨が降った。 kˀiɲu ɑmïɴ ɸutɑ

18-1 ※雨が降ってきた。 ɑmïɡɑ ɸutï ʧˀi

19 大雨が降ったので橋が流された。 uː.ɑmïɡɑ ɸutɑttu hɑʃɡɑ nɑɡɑsɑttï

20 太郎は毎日学校の前で
バスから降りる。

tɑroːjɑ itˀum ɡɑkkoɴ mëːnɑntï
bɑskɑrɑ urïjuddoː

瀬戸内町請島
2019年11月30日、2019年12月14日、2020年1月11日、2020年1月12日調査
福原哲二氏（T12.9.1生）、池地出身（古仁屋在住）、97歳M
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21-1 ※友人がさきにバスから降りた。 duʃɡɑ sɑk bɑskɑrɑ urïtɑ

22-1 ※ここでは誰も降りない。 kumɑnɑntïjɑ tɑrum urïrɑm

23-1 ※木の実は熟したら自然に落ちる。 kïːnu miːjɑ umbɑ duʃ utïjuddoː

24-1 ※青いのは木を揺らしても落ちない。 oːsɑmunnɑ kïː jubutïm utïrɑndïjɑː

25 木を揺らしたから、落ちた。 kïː jubutɑttu utïtɑm

26 オスの馬もメスの馬も人を蹴る。 jiŋɡɑ.umɑm unɑk.umɑm ʧˀuː kïrjum

27-1 ※この馬は人を蹴らない。 kuɴ umɑjɑ ʧˀuː kïrɑm

28-1 ※あの馬は人を蹴った。 ɑɴ umɑjɑ ʧˀuː kïtɑm

29-1 ※父は去年買ったものでも捨てている。 ʧˀɑnnɑ kudu koːtɑmundïm sïtïturbɑ

29-2 ※明日は弟がゴミを捨てる。 ɑʧɑjɑ ututuɡɑ ɡumi sïtïjuddoː

30-1 ※まだ使えるラジオを捨ててある。 nɑmɑ tïkorïɴ rɑʤio sïtïtï ɑrbɑ

30-2 ※昨日は私がゴミを捨てた。 kˀiɲujɑ wɑːɡɑ ɡumi sïtïtɑm

31-1 ※祖母はどんなに古くても、
捨てられない。

hɑɲɲijɑ ikjɑ ɸurusɑtïm
sïtïkˀirjɑmbɑ

31-2 ※私はあまり物を捨てない。 wɑnnɑ ɑmmɑr muɴ sïtïrɑndoː

32 父は壊れたラジオを弟に捨てさせた。 ʧˀɑnnɑ jɑburïtɑɴ rɑʤio ututuɴ sïtïrɑʧɑdoː

33-1 ※誰にも聞かないで、勝手に捨てた。 tɑruɲim kikjɑŋɡɑnuʃ kɑtteɴ sïtïtɑrbɑ

33-1 ※このラジオをあそこに持っていって
捨ててこい。

kuɴ rɑʤio ɑmɑ muʧiʤi
sïtïtï koː

34-1 ※ノコギリで枯れた木を切ろうね。 nokoʃi kɑrëɡï kˀirjujɑː

34-2 ※今からノコギリで枯れた木を切る。 nɑmɑrɑ nokoʃi  kɑrëɡïbɑ kˀirjuddoː

35 きのう枯れた木の枝を切った。 kˀiɲu kɑrëjudɑ kiʧɑdoː

36 おじさんが一緒に切ってくれた。 uʤiɡɑ mɑʤiɴ kiʧi kˀurïtɑdoː

37-1 ※あのガジュマルは、
こわくて誰も切らない。

ɑɴ ɡɑdmɑrrjɑ
utuʃʃɑtï tɑrum kˀirjɑndoː

38-1 ※穴はスコップで掘った。 komorrjɑ sukoppuʃi ɸutï

─ 13─

瀬戸内町請島方言の動詞活用資料



38-2 ※今からスコップで穴を掘るよ。 nɑmɑrɑ sukoppuʃi komor ɸurjuddoː

39 お父さんは掘るけど、
お母さんは掘らない。

ʧˀɑnnɑ ɸurjumbɑm
ɑmmɑjɑ ɸurɑndoː

40 二人でとても深い穴を掘った。 tˀɑrʃi wɑro ɸukɑsɑɴ komor ɸutɑdoː

41 お父さんに頼んで兄さんにも掘らせた。 ʧˀɑnuɴ tɑndï ɑɲoɲim ɸurɑʧɑdoː

42-1 ※木の実は熟しているのに、
祖父は自分では落とせない。

kïɴ miːjɑ udumbɑm
uʃʃujɑ duːʃiɲɲɑ utuʃkˀirjɑm

43 祖父が父に言いつけて
兄に木の実を落とさせた。

uʃʃuɡɑ ʧˀɑnuɴ iʧi
ɑɲoɴ kïɴ miː utusɑʧɑm

44 父が兄に棒で木の実を落とさせた。 ʧˀɑŋɡɑ ɑɲoɴ boːʃi kïɴ miː utusɑʧi

45-1 ※兄が熟んでいる木の実は全部落とした。 ɑɲoɡɑ uduɴ kïɴ miːjɑ ɡotto utuʧɑdoː

46-1 ※掃除している時には荷物を外に出している。 soʃʃuɴ kiʧiɲɲɑ ɲimottɑ sotoʧ iʤɑʧuddoː

46-2 ※掃除しているから荷物は外に出す。 soʃʃuŋkɑrɑɴ ɲimottɑ sotoʧ iʤɑʃuddoː

47 弟も台所にあった荷物を
外に出した。

ututum dɑidokoronɑɴ ɑtɑɴ ɲimottɑ
sotoʧ iʤɑʧɑ

48 祖母が母に言いつけて
ホースで水を流させた。

hɑɲɲiɡɑ ɑmmɑɴ iʧi
hoːsuʃi mït nɑɡɑsɑʧi

49 母が花子にホースで水を流させた。 ɑmmɑɡɑ hɑnɑkoɴ hoːsuʃi mït nɑɡɑsɑʧi

50 父が兄に言いつけて祖父を起こさせた。 ʧˀɑŋɡɑ ɑɲoɴ iʧi uʃʃu udumɑsɑʧi

50-1 ※父が兄に言いつけて弟を起こさせた。 ʧˀɑŋɡɑ ɑɲoɴ iʧi ututu wˀïːsɑʧi

51 父が兄に寝ている祖父を起こさせた。 ʧˀɑŋɡɑ ɑɲoɴ jɑsmotuɴ uʃʃubɑ udumɑsɑʧi

51-1 ※父が兄に寝ている弟を起こさせた。 ʧˀɑŋɡɑ ɑɲoɴ nïptuɴ ututubɑ wˀïːsɑʧi

52 兄が寝ていた祖父を起こした。 ɑɲoɡɑ jɑsmotutɑɴ uʃʃu udumɑʧi

52-1 ※兄が寝ていた弟を起こした。 ɑɲoɡɑ nïptutɑɴ ututubɑ wˀïːʧi

53-1 弟は左利きだけど
お箸は右手でを持つ。

ututujɑ çiʤɑrɡik ɑmbɑm
hɑʃijɑ miktïʃi muʧuddoː

54 汁鍋はこぼれやすいから、
片手では持つな。

ʃinnɑbëjɑ kuburïjɑssɑŋkɑrɑɴ
kɑtɑtïʃiɲɲɑ mutnɑjoː

55 おにぎりの入った重箱は
お母さんが持った。

ɲiɡirimeʃiɴ itʧuɴ ʤoːbɑkkɑ
ɑmmɑɡɑ mutʧɑdoː

56 おばあさんにはお茶を持ってもらった。 hɑɲɲiɲɲɑ ʧɑː mutʧi murɑtï
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57-1 ※弟にはムシロを持たせる。 ututuɲɲɑ muʃrju mutɑʧuddoː

58 重いけどもっと持てる？ upsɑmbɑm ɲɑnɑr muʧikˀiɲɲɑ

59 あと一つだったら持てる。 ɑto tˀïttɑ mutɑrïm

60 いつも豚肉はお父さんが買う。 itˀum wˀɑːjɑ ʧˀɑŋɡɑ koːjom

61 他には何も買わない。 ɸukɑɲɲɑ num kom

62 お父さんは昨日は野菜を買った。 ʧˀɑnnɑ kˀiɲu jɑsë koːtï

63 明後日が給料日だから明日は買えない。 ɑsɑtïɡɑ kˀjuːrjoːbi ʤɑŋkɑrɑɴ ɑʧɑjɑ koːrɑm

64 明後日だったら欲しいものが買える。 ɑsɑtï nɑrbɑjɑ ɸuʃɑɴ muŋɡɑ koːrïm

65 お父さんは取ってきた魚を売る。 ʧˀɑnnɑ tutï ʧˀɑɴ jˀuːbɑ urjum

66-1 ※きょうは魚が少ないから、売れない。 kjuːjɑ jˀuːɡɑ ikˀirjɑsɑŋkɑrɑɴ urɑrɑm

66-2 ※お前には売れない。 urɑɲɲɑ urɑndoː

67 昨日は私が取ったイカとタコを売った。 kˀiɲujɑ wɑːɡɑ tutɑɴ ikjɑtu toː utɑm

68 その魚を安く売ってください。 kuɴ jˀuː jɑssɑʃi utï kˀurïrɑnnɑ

69 いつもおばあちゃんは
私にお金をくれる。

itˀum hɑɲɲijɑ
wɑnuɴ kɑnïɡɡwɑ kˀurïjuddoː

70 今日は弟にも1000円くれた。 kjuːjɑ ututuɲim ʃeɴjeɴ kˀurïtɑdoː

71 おじいちゃんは私に何もくれない。 uʃʃujɑ wɑnuɲɲɑ num kˀurïrɑm

72 いつも漁師から魚をもらう。 itˀum iʃuʃɑnneːrɑ jˀuː jerjom

73 小さいカニは誰ももらわない。 ïɴsɑɴ ɡɑnnɑ tɑrum jerɑndoː

74-1 ※隣から大根ももらった。 tonɑrkɑrɑ deːkunï jetï

75-1 ※モズクをたくさんもらったから
隣の人にあげた。

sonor wɑro jetɑŋkɑrɑɴ
tonɑnnu ʧˀuɴ kˀurïtɑm

76 喉が乾いたら水を飲む。 nuduɴ kɑwɑkbɑjɑ mït numjum

77-1 ※私の夫は酒は飲まない。 wɑː utujɑ sëːjɑ numɑm

78-1 ※私の叔父さんは酒を欲しがるけれど
病気だから飲めない。

wɑː uʤijɑ sëː ɸuʃɑ ʃumbɑm
bjok ʤɑŋkɑrɑɴ numɑrɑm
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79 ここの井戸水は飲める。 kuɴ iɡɑwɑɴ mïttɑ numɑrïddoː

80 お母さんが入れたお茶をたくさん飲んだ。 ɑmmɑɡɑ iritɑɴ ʧɑːbɑ wɑro nudï

81 乗るなら飲むな。
飲むなら乗るな。

norjomuɴ nɑbbɑjɑ numnɑ
numbɑjɑ nonnɑ

82 お母さんは赤ちゃんに
おっぱいを飲ませてあげた。

ɑmmɑjɑ ɑɡɡwɑɴ ʧˀiː numɑʧi

83 山羊もウシも草を食う。 çinʤɑm uʃim kusɑdu kɑmjuɴ

84 山羊は濡れた草は食わない。 çinʤɑjɑ nurïkusɑjɑ kɑmɑm

85-1 ※家の猫が魚を食った。 jɑːnu mjɑːɡɑ jˀuː kɑdï

86 父が取った魚を猫に食われた。 ʧˀɑŋɡɑ tutï ʧˀɑɴ jˀuːbɑ mjɑɴ kɑmɑttï

87-1 ※毎日暗くなるまで、
外で夢中で遊んだ。

itˀum kˀurɑk nɑrɡɑrï
sotonɑɴtï ɑsuburïtï

87-2 ※今日は暗くなるまで、
外で遊ぶ。

kjuːjɑ kˀurɑk nɑrɡɑdï
sotonɑɴtï ɑsubjuddoː

88-1 ※暗くなったら、もう誰も遊ばない。 kˀurɑk nɑrbɑ ɲɑː tɑrum ɑsubɑm

89 昨日はいとことかくれんぼして遊んだ。 kˀiɲujɑ itokotu kɑkˀurëkunɑʃi ɑsudï

90 弟は酒を飲むと、すぐに酔う。 ututujɑ sëː numbɑ suɡu jiːjuddoː

91-1 ※昨日も酒を飲みすぎて、酔った。 kˀiɲum sëː numsukʧi jiːtï

92 兄はどんなに飲んでも酔わない。 ɑɲojɑ ikjɑssɑ nudïm jiːrɑndoː

93 彼は酔って、寝ている。 ɑrrjɑ jiːtï nïptum

94-1 ※たくさん飲みはしないのに酔った。 uːnummjɑ sërɑmmuɴ jiːtɑm

95 汚れた皿とお椀はお父さんが洗う。 juɡrïtɑɴ mɑssɑrɑja ʧˀɑŋɡɑ ɑrɑjuddoː

96 私は兄さんに鍋を洗ってもらった。 wɑnnɑ ɑɲoɴ nɑbë ɑrɑtï murɑtï

97 兄さんが私の代わりに洗ってくれた。 ɑɲoɡɑ wɑː kɑwɑri ɑrɑtï kˀurïtï

98-1 ※お母さんは料理を作っているから、洗わない。 ɑmmɑjɑ ʤuːri ʃuŋkɑrɑɴ ɑrom

99 暑いときは帽子をかぶる。 ɑttɑɴ kiʧinnɑ buʃ kɑbrjuddoː

100-1 ※今は誰もくば笠をかぶっていない。 nɑmɑjɑ tɑrum kubɑɡɑsɑ kɑpturɑndoː
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100-2 ※私はくば笠をかぶらない。 wɑnnɑ kubɑɡɑsɑ kɑbrɑndoː

101-1 ※昔はみんなくば笠をかぶった。 mukɑʃʃɑ ɡotto kubɑɡɑsɑdu kɑptutɑdoː

101-2 ※私は昨日くば笠をかぶった wɑnnɑ kˀiɲu kubɑɡɑsɑ kɑptɑdoː

102 いとこたちには帽子をかぶらせた。 itokoŋkjɑɴ buʃ kɑbrɑʧɑdoː

103-1 ※私は毎年孫たちにお年玉をあげている。
wɑnnɑ mɑitoʃi mɑɡɑŋkjɑɴ
otoʃidɑmɑ kˀurïtuddo

103-1 ※私は孫たちにお年玉をあげる。 nɑmɑrɑ mɑɡɑŋkjɑɴ otoʃidɑmɑ kˀurïjuddoː

104 去年はみんなに千円ずつあげた。 kudujɑ ɡottoɴ ʃeɴjendut kˀurïtɑm

105 来年は二千円ずつあげよう。 jɑɲijɑ ɲiʃeɴjendut kˀurïrɑmbɑ

105-1 ※お前にお年玉をあげようね。 urɑɴ otoʃidɑmɑ kˀurïrujɑː

106 お菓子も買ってあげよう。 kˀwɑʃim koːtï kˀurïrujɑː

107-1 ※祖父は毎日6時には起きている。 uʃʃujɑ itˀum rokˀuʤiɲɲɑ udududdoː

107-2 ※私は明日6時に起きる。 wɑnnɑ ɑʧɑ rokˀuʤiɴ wˀïːjuddoː

108-1 ※祖父は9時に寝て、8時に起きた。 uʃʃujɑ kˀuʤiɴ jɑsmotï hɑʧiʤiɴ ududï

108-2 ※弟は9時に寝て、8時に起きた。 ututujɑ kˀuʤiɴ nïptï hɑʧiʤiɴ wˀïːtï

109 5時には誰も起きない。 ɡoʤiɲɲɑ tɑrum wˀïːrɑm

110 高校生は制服を着る koːkoːʃeijɑ ʃeiɸukˀu kˀirjuddoː

111 その服は古いから誰も着ない。 uɴ ɸukˀujɑ ɸursɑŋkɑrɑɴ tɑrum kˀirjɑndoː

112-1 ※昔は自分で織った芭蕉布を着ていた。 mukɑʃʃɑ duʃ utɑɴ bɑʃɑɡiɴ kiʧutɑdoː

112-2 ※昨日芭蕉布を着た。 kˀiɲu bɑʃɑɡiɴ kiʧɑm

113 その子は二歳になったから
自分で服を着られる。

kuɴ kˀwɑːjɑ tˀɑt nɑtɑttu
duʃ ɸukˀu kˀirikˀiddoː

114 ざぶとんにはいとこが座る。 uɴ dɑbtonnɑɲɲɑ itokoɡɑ irjum

115 床にはだれも座らない。 jukɑnɑɲɲɑ tɑrum irjɑm

116 私たちはここに座るから
きみたちは向こうに座れ。

wɑkjɑjɑ kunnɑɴ irjuŋkɑrɑɴ
urɑkjɑjɑ ɑmɑ iri
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117 きみもざぶとんに座ってください。 urɑm dɑbtonnɑɴ iʧi kˀurïrï

118-1 ※私は今日はテレビを見る。 wɑnnɑ kjuːjɑ terebi mirjum

119-1 ※最近クジラが見られない。 konoɡoro ɡuʤirjɑɡɑ mirjɑrɑm

119-2 ※私は今日はテレビは見ない。 wɑnnɑ kjuːjɑ terebijɑ mirjɑm

120-1 ※昨日はクジラを見た。 kˀiɲujɑ ɡuʤirjɑ miʧi

121 お前も見たかったら見ろといって、
孫に見させた。

urɑm miːbuʃɑrbɑ miriʧi iʧi
mɑɡɑɴ miʃitɑdoː

122-1 ※池地は猫のことをミャッチュと言う。 ikiʤija nëkoɴ kutu mjatʧuddïjaː

122-2 ※私が言おうね。 wɑːɡɑ jˀuːjiː

123 兄は何も言わない。 ɑɲojɑ nuʧim jˀɑm

124 お母さんは弟に「あやまれ」と言った。 ɑmmɑjɑ ututuɴ nëɡë sërëʧi iʧɑm

125 兄は弟に「いたずらするな」と言って、
しかった。

ɑɲojɑ ututuɲɲɑ tëmuŋkɑr sënnɑʧi iʧi
iʧɑm

126 弟は兄に「ばか」と言ってしまった。 ututujɑ ɑɲoɴ bɑkɑʧi iʧɑrbɑ

127 蝉はすぐに死ぬ。 ɑmɑɡɑkkɑ suɡu ʃiɲuddoː

128 人に「死ね」って言ってはいけない。 ʧˀuɴ ʃiɲiʧi iʧijɑ ikjɑndoː

129-1 ※蜘蛛はすぐには死なない。 kubujɑ suɡuɲɲɑ ʃiɲɑndoː

130-1 ※去年は日照りの年で
カエルがたくさん死んだ。

kudujɑ çidorduʃnɑtï
bikˀiɡɑ wɑro ʃiʤi

131 暑くて、家のネコも死んでしまった。 tïrɸɑtï jɑɴ mjɑm ʃiʤɑrbɑ

131-1 ※家のネコが死んで
子供がかわいそうがって泣いた。

jɑɴ mjɑːɡɑ ʃiʤi
kˀwɑːɡɑ kˀimoʧɑɡësɑ ʃi nɑʧi

132 この村には港がある。 kuɴ burɑknɑɲɲɑ ɸunɑtïkïbɑɡɑ ɑm

133 昔島には製糖工場があった。 mukɑʃ ʃimɑnɑɲɲɑ sɑtɑjɑdorɡɑ ɑtï

134 製糖工場のあったところに学校を建てた。 ʃeitoːkoːbɑɴ ɑtɑɴ doronɑɴ ɡɑkkoː tˀuktï

135 お金があればなんでも買える。 kɑnïsɑi ɑrbɑ nuːdïm koːrïm

136 今日はお金が無いから
買いたくても買えない。

nɑmɑjɑ kɑnïɡɑ nëŋkɑrɑɴ
ɸuʃɑtïm koːrɑm
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137 人の命は金では買えない。 ʧˀuɴ inotʧɑ kɑnïʃiɲɲɑ koːrɑm

138-1 ※金があっても喜ぶな。 kɑnïɡɑ ɑmʧiʃi jurkubnɑ

138-1 ※金がなくても残念がるな。 kɑnïɡɑ nëmʧiʃi kˀujɑmnɑjoː

140-1 ※人間の良し悪しはいずれ分かる。 ʧˀuːnu jitʧɑwɑssɑjɑ ɑtojɑ wɑkɑjum

141 塩がない。 mɑʃoɴ nëmbɑ

142 かまどの上にあったよ mɑʃojɑ kɑmɑdoɴ wˀïːnɑɴ ɑtɑdoː

143 砂糖もなかった。 sɑtɑm nëntɑdïjɑː

144 無ければわたしが買ってこよう。 nëmbɑ wɑːɡɑ koːtï kjoːmï

145 座敷には人がたくさんいる。 dɑʃiknɑɲɲɑ ʧˀuːɡɑ wɑro ur

146-1 ※もうしばらくあそこにいてください。 ɲɑː ittuk ɑmɑnɑɴ omojotï tɑborë

146-2 ※しばらく台所にいてくれ。 ɲɑː ittuk ɑnnɑɴ utï kˀurïrï

147 さっきまで座敷に人がいた。 sɑɡɡɑdï dɑʃiknɑɴ ʧuːɡɑ utɑmundoː

148 座敷にいた人たちがみんな帰った。 dɑsʃiknɑɴ utɑɴ ʧˀuːjɑ ɡotto modotï

149 みんなかえって今はだれもいない。 ɡotto modotï tɑrum urɑm

150-1 ※私たちの若いころは
名瀬まで歩いた人がいた。

wɑːkjɑ wɑːsɑɴ korojɑ
nɑsëɡɑdï ɑtʧɑɴ ʧˀuːnu utɑdoː

151 兄はお父さんに言われたら、何でもする。 ɑɲojɑ ʧˀɑnuɴ jˀɑːrbɑ nuːdïm ʃom

152 兄は言われなければ、何もしない。 ɑɲojɑ jˀɑːrɑmbɑ num sërɑndoː

153 兄はしなさいと言われたから、
畑仕事をした。

ɑɲojɑ sërëʧi jˀɑttï hɑtïkɑdï ʃi

154 お父さんは兄に畑仕事をさせた ʧˀɑnnɑ ɑɲoɴ hɑtïkɑdï ʃimïtï

155 休んでないで仕事をしろ。 joːtïbëri urɑŋɡɑnuʃ ʃikˀussërë

156 木の葉が詰まって
溝の水が流れない。

kïɴ ɸɑɡɑ tˀumɑtï
miʤummïdɡɑ nɑɡɑrërɑm

157 お母さんが兄さんに木の葉を取らせて
水を流れさせた。

ɑmmɑɡɑ ɑɲoɴ iʧi kïɴɸɑ turɑʧi
miʤoɴ mït nɑɡɑʧɑm

158 兄さんは木の葉を取って水を流れさせた。 ɑɲojɑ kïɴ ɸɑ tutï miʤoɴ mït nɑɡɑʧɑm
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159 ようやく（やっと）水が流れた。 jɑtto mïdɡɑ nɑɡɑrïtɑm

160 この井戸水は飲めない。 kuɴ iɡɑwɑmïttɑ numɑrɑm

161 誰でもこんなにたくさんの水は
飲みきれない

tɑrum kɑssɑɴ mïttɑ
numkˀirjɑm

162 あく抜きした蘇鉄は食べられる。 ɑknuk ʃɑɴ ʃennɑ kɑmɑrïm

163 腐った肉は食べられない。 kusɑrëtuɴ ɲikˀujɑ kɑmɑrɑm

164-1 ※まだ残っているけど食べれる？ nɑmɑ noːtumuɴ kɑmikˀiɲɲɑ

165-1 ※もうお腹がいっぱいになって
食べきれない。

ɲɑː wɑtɑɴ mitʧi
kɑmikˀirjɑm

166-1 ※たくさんお茶を注いでくれ。 uː.uːtu ʧɑː iritï kˀurïrï

167-1 ※湯が沸くまで待ち遠しい。 juːnu wɑɡɡɑdï mɑtnɑɡësɑ

168-1 ※子どもには見せたくなかったけど、
見るって聞かなかったから、見せた。

wɑrɑbïɲɲɑ miʃibuʃikɑ nëntɑmuɴ
mirjumʧi kikjɑntɑŋkɑrɑɴ miʃitï

169 三味線を弾いて友達に聞かせる。 sɑmʃer çiʧi duʃiɴ kikjɑʧi

170 おととい買った服を赤ちゃんに着せる。 uttï koːtɑɴ ɸukˀubɑ ɑkɑɡɡwɑɴ kosëtï

171 おばあさんは自分が買った服を
お母さんに頼んで赤ちゃんに着させた。

hɑɲɲijɑ koːtï ʧˀɑɴ ɸukˀubɑ
ɑmmɑɴ iʧi ɑkɑɡɡwɑɴ kosërɑʧɑm

172-1 ※祖母が自分で着せたいと言ったので、
祖母に着せさせた。

hɑɲɲiɡɑ kosëbuʃɑmʧi iʧɑttu
hɑɲɲiɴ kosërɑʧɑm
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